
ARTS for HOPE 活動報告書 

2013 年5 月27 日(月) 
「Happy Doll Project」 in 大船渡

【はじめに】

岩手県大船渡市は東日本大震災により中心部の大船渡町を始めとする沿岸地域のほとんど

の町が被災し、大きな被害を受けました。震災から二年たった現在も仮設住宅には約

1800 世帯の方が暮らしています。また仮設住宅以外にも、在宅被災（被災した自宅を

修繕しながらそのまま住んでいる）の方が約 1600 世帯いると推定され、行政や支援団

体によるサポートが必要な世帯もまだ数多くある状況です。

　そのような中、岩手チームが結成され、先月の陸前高田に続いて、大船渡でも”Happy 

Doll Project”を開始することができました。ご報告とともに皆様のサポートに心よりお

礼申し上げます。

【大船渡市木町応急仮設住宅】

　木町仮設は大船渡市に２カ所ある、障がいを持つ方のための仮設住宅のひとつです。

　今回は仮設の一室にある談話室にて、お茶を飲みながら、みんなでわいわいとにぎやかに思い

思いの人形や飾りをつくり、笑いのたえないひとときとなりました。

　岩手チームの久保田さんは手芸には今回が初挑戦、住民方に針に糸を通すところからみっちりと

指導を受け、時間内にめきめきと上達、自力で人形を無事に完成させることができました！



【長谷堂応急仮設住宅】
　

　長谷堂仮設への　ARTS for HOPE の訪問は初めてでしたが、実は３月に開催された福島

県南相馬市雲雀ケ原での“Happy Flower Project”の際にはハートのお花をたくさん作って

ご協力いただいたというご縁もあり、その時の話にも花が咲きました。

　

またこの日はとてもうれしいこともありました。以前”Happy Doll Project”で参加してくだ

さった陸前高田市の仮設の住民の方がボランティアでお手伝いしてくださいました。　　

　このような場が、地元の方同士のいろいろな出会い、交流の新たな機会となっていくことは、

素晴らしいことですよね！色々な話が弾み、また来ると言っていただいたその方の笑顔が、い

つも以上にとても素敵で、私たちもうれしくなりました。


